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【風景デザインの作法について】 
最近の、風景デザインや景観デ

ザインの話題の中に、「読み解く」

というキーワードとともに、よく

見かけるのが「デザインの作法」

という言葉です。 
作法とは、言葉や動作の決まり、

エチケットという風な解説があり

ますが、要するに人の動きの型の

ルールだと思います。 
最近、いい加減になっていると

思われるのが、この形のルールで、

自由な行動や個性を活かした発言

等に重きを置きすぎたせいで、こ

の「形」というものが非常にない

がしろにされている。私自身は、

日頃の行動からは想像つかないか

もしれませんが、礼儀作法を始め、

この「形」というものを大切にし

たいと思っている一人です。いろ

いろなことを始める際に、「形」か

ら入ることの妥当性や意義、役割

を理解しているつもりと言い換え

ていいかも知れません。 
代表的な作法に、茶道の作法が

あります。このような伝統的な作

法は、そこにもつ洗練された姿が

「形」というスタイルについて、

長い長い年月をかけて試行錯誤さ

れてできたもっとも合理的な姿で

あると思います。また、その「形」

をマスターするということは、石

の上に 3 年というように、技術的
な取得に加え、焦りの気持ちや、

邪な気持ちを拭い去るために必要

な期間と行為であり、まさしく、

雑巾掛けの期間です。よいものを

早く作りたいという気持ちは大切

ですが、きちんとものをつくるた

めには、技術的な習練に加え、心

の修練が必要ですし、心の修練が

伴わなければ、しんどいときに放

り投げるように、単なる趣味に終

わってしまう領域での話となって

しまいます。 
 
さて、デザイン、風景デザイン

の作法としては、最低限の作法を

身につけるにはどうしたらいいか、

あるいは最低限の作法とは何かに

ついて整理してみます。 
まずは、作法の行きつくところ

に「風景デザイン道」なるものが

存在しているか。「道」とは、禅宗

でいうところの悟り（見極めるこ

と）への道と考えますが、このよ

うな到達点が風景デザインにも、

いや仕事のすべてにあると思って

います。 
まず、剣道や柔道のように、技

を磨くことはその最初の手段であ

り、デザイン道（？）にも同様に、

技を磨くことが求められます。 
そのためには、自分と風景とい

うものをしっかり見据えることで

あり、スケッチや写真でその状況

を抜き取る習慣をもち、常日頃、

風景と向かい合い、また、風景と

対話し、それを解釈する能力を養

うことです。どこに行くにも「カ

メラやスケッチブックを持ってい

くこと」は必須で、気になった風

景は、きちんと写真やスケッチと

して収めることが求められている

と思います。しかし、カメラを持

っていると何かいい被写体がない

のか被写体を探す目が生まれてき

ますが、これはまだまだ初心者ク

ラス。剣術でいえば、剣を腰にぶ

ら下げて、街を歩いて誰か切って

みたくてしょうがないという物騒

な状況と同じかも。かといって、

この状態をしっかり実践しなけれ

ば最初の段階は卒業することがで

きません。卒業するとどういうこ

とになるのか。被写体は探すもの

でなく、向こうから飛び込んで来

るものだということが分かります。

いわゆる、風景とコンセントレー

トできた状態になるということで

す。あるいは、自分と風景とが一

つのものになったと禅宗の坊さん

は教えてくれるかもしれません。

この状態が、「目利き」から、「目

明き」への一段階アップしたこと

になったと茶道の本で読んだこと

があります。いい茶碗かどうかが

分かるのが目利きで、数千の茶碗

から一瞬にしていい茶碗をよりわ

けることができるようになること

が、この目明きの状態だというこ

とです。 
思い出話ですが、この風景デザ

インに対して目明きの状態になっ

ているのではと思った先生が、伊

藤清忠先生で、以前、福岡のデコ

レーションが効きすぎた街を歩い

ているときに、突然、「この風景の

なかにいると気分が悪くなった」

と、本当に体調を崩されました。

目明きになると結構この日本では
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つらいだろうなとも思われます。 
さあ、カメラを抱えて、岡村さ

んのように、どこに行くにも愛機

のカメラを抱え、パチパチ撮りま

しょう。もちろん、ただやみくも

に風景を見ているだけではだめで、

心に惹かれる風景や街のデザイン

について自分風に解釈してみる努

力も必要でしょう。まあ、それに

しても、いろいろ見て、写真に撮

るのはとても大切な行為であると

思われます。 
被写体との関係でいえば、ここ

までは風景カメラマンを目指すこ

とと似た状況ですが、カメラマン

は、これに高度な写真技術という

ものとセットになって写真を撮っ

ています。私たち風景デザイナー

は、この高度な写真技術に相当す

るところまでは必要ではなく、実

践的な考察、つまり風景の治療法

を描くということを考えながら写

真を撮るということでカメラマン

とは異なるでしょう。カメラマン

ではなく、風景の状態を理解する

ため、医者と同様に、患者（地域）

に関する知識と経験が必要になり

ます。ということで、カメラマン

は、その風景を自分なりに解釈し

て作品化すれば完成ですが、私た

ちは、そこから相手との対話が始

まるのです。 
意外かもしれませんが、「道」と

いうものには、必ず、相手があり

ます。芸術、アートには、相手と

いうものは基本的に必要でないの

に対し、「道」には、相手という存

在が必要です。つまりは、自分と

相手の存在を分けてものを見る見

方から解放されることが一つの道

であるようなものではないでしょ

うか。柔道であれば、柔チャンの

ように小柄であっても相手の力を

受けて投げ返すように、自分の力

と相手の力が一つの力となって作

用するところにその解決方法があ

るということで、風景、そこに生

活している人々の力を使って、と

いうか、その人々の力によって解

決するための方策を提示すること、

その能力を持つことが究極の目的

ではないでしょうか。そのために

は、最初に話した雑巾がけをしっ

かりしておき、人間性を磨いてお

くことで、いろいろの人から、権

威者としてではなく、技術者とし

て、あるいはひとりの人間として

の信頼を得れるようになっておく

こと、あるいは、親身になって物

事を解決するという腹の据え方を

体得していること等も大切であり、

専門バカであったり、専門ぶりっ

子であったり、サラリーマンであ

ったりしないように自分をセーブ

することができる人間性を身につ

けることが大切かと思います。ま

た、いろいろな教養や知識を身に

つけておくこと等も大切でしょう。 
 
さあ、思いなおして、再度スタ

ートしてみようかと思い立つ。そ

の際は、はやり、「形」から始める

ということが、最も手っ取り早い

のではと思われます。やる気を待

っていてもやる気はどこからも出

てきません。人間の生態的には、

何事も、やる気が出るのは、やり

始めてからといわれるように、や

る気はやらなければ生まれてこな

いのだそうです。逆を言えば、や

りはじめれば、やる気が出てきて、

何事も面白くなるというのも事実。 
 
前回のチキンとやるというレタ

ーに続き、少々、説教じみた話と

なりましたが、今回は、このあた

りで、・・・・・・。 
ちなみに、このレターを書いて

いるのも、自分としては、修行の

一環としてやっているようなとこ

ろもあります。いまでは、少し自

分をコントロールできるようにな

りましたが、昔は（若いころ）は、

なかなか理屈っぽくかつ飽きっぽ

く、やり始めは元気がいいのです

が、すぐに、こんな意味ないこと

を続けていてはいけないのではな

いかなど、勝手に理屈をねつ造し

せっかくの行為を放棄することも

たびたびありました。 
しかし、ある時、腹を据えると

いうことを体得してからは、結構、

そのような自作自演の邪念は取り

払うことができるようになりまし

た。 
そういえば、10数年前、はじめ

て室長という役目を仰せつかった

時に、室員を相手にデイリーニュ

ースとして、毎日、新聞のような

ものを書いて配っていた時期があ

りました。1年以上続いたかと思い
ます。また、思い出話になりまし

た。今回はこの辺で、・・・・。 
     【続く】 


